
様式４－４ 

事業概略書 

事 業 名 全国の障害者による文化芸術活動の実態把握に資する基礎調査 

事 業 目 的 

昨年度に当社で実施した全国の障害者の文化芸術活動の実態や課題の把握

につながる基礎的な調査手法の研究を踏まえ、全国の障害当事者、障害福

祉施設、障害者芸術文化活動支援センターを対象に、全国の障害者による

文化芸術活動のニーズや実態を明らかにすることを目的とする。また、こ

れらの結果をふまえ、基本計画における施策の具体的な目標や指標を議論

し、次期基本計画や今後の施策の策定に資する検討を行っている。あわせ

て、推進が必要とされている地方公共団体における障害者の文化芸術活動

の推進に関する計画や施策の策定に資するものとする。 

事 業 概 要 

全国の障害者による文化芸術活動のニーズや実態を明らかにすることを目

的として、障害福祉施設（回答数 8,092 件）、障害当事者（同 462 件）、障

害者芸術文化活動支援センター（同 36件）を対象とした全国規模のアンケ

ート調査を実施した。併せて、実態を詳細に把握するため、障害者芸術文

化活動支援事業の７ブロックで開催されるブロック会議においてヒアリン

グ調査（計９日間、参加者 107 人）を行った。また、アンケートとヒアリ

ングの調査結果から、障害者の文化芸術活動の実態や課題を整理するため、

障害者の文化芸術活動に関する有識者等の専門家５名による検討委員会

（計２回）を開催した。 

事業実施結果 

及び効果 

アンケート調査では、障害福祉施設、障害当事者、障害者芸術文化活動支

援センターに共通の設問・選択肢で調査結果を比較し、現状の認識や課題

の所在を多面的に把握することができた。ヒアリング調査では行政の障害

者福祉担当課と障害者芸術文化活動支援センターが調査結果を共有し、互

いに現状の課題を共有することができた。検討委員会では現状の実態や課

題を共有し、次期の障害者文化芸術活動推進基本計画における目標や指標

の方向性を具体的に議論することができた。 

事 業 主 体 

郵便番号：102-0073 

所 在 地：東京都千代田区九段北４－１－７ 

法 人 名：株式会社ニッセイ基礎研究所 

電話番号/E-MAIL：03-3512-1878 / ohsawa@nli-research.co.jp 

 （注） 

１ 本様式の作成にあたっては、厚生労働省ホームページに掲載するため、一般に公開することを想定し、分

かりやすい表現に努めること。 

 ２ 本様式は、事業の概略をまとめるために作成するものであり、別途実施した事業についての成果物を必ず

提出すること。 

 ３ 「事業目的」､「事業概要」、「事業実施結果及び効果」について、それぞれ２５０字程度で簡潔に記入す

ること。 

  


